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A Historical Study of J apanese Clothes 
(9) From “Konj akumonogatari" [Honcho] 
A Classical Book of J apanese Stories 
Kazue Ueda，恥1ihoOtsue， Seiko Okanishi and Megumi Tsutaya 
Department 01 Textiles and Clothing Sciences， Facultyザ HomeEconomics， 
Mukogαwa Women's University， Nishinomiya 663， Japan 
We have been collecting materials for this study from the “Konjakumonogatari" . 
This book was written in the first part of the 12th century. 
The background is set in the Heian era when aristocracy ruled over Japan. 
The book vividly describes the life of the common people who suffered from heavy burdens 
of tax and tribute. 
In referrence to what is written in this book， we have attempted to examine the c10thing of 




























29巻 19話 大赦で出獄した袴ま震が武者、を殺して衣服や武具を吉宗i ぎ取り身支度を調え{中潤 20~30 人と洛ち合
って道中仲間違の衣服や武具も問様の方法で競え装備を強化した.
2怨9巻 36話 2箆言を築い7たこ京の水銀i磁怒人が伊勢より百余頭の潟で莫大な物資を翰送中鈴鹿で
































Table 1. These sentences are writting on the clothing of mens (1) 
巻 文中の表現 身分，年令，その他 衣服について
22-7 家ノ後ノ方ヨリ育鈍ノ狩衣袴着タノレ男ノ年四十余 40才位の男子 (rg道 濃い綴色の狩衣と袴
許ナノレ 弥益)，大領
グ 苦シケレノミ装束解テ寄臥給タノレニ，家主ノ男来テ 冬部の子，内舎人良門 狩衣，指焚
「御狩衣指貫ナド熔子サム」ト云フテ，取テ入ヌ の次努高藤，大納ぎを
経て内大医，正三位












23-18 其ノ女形チ柔z契ナノレ事練糸ヲ綴ノレカ、如シ.而ノレニ， 大鎮である尾張久玖利 精巧に織った手織の
此ノ女麻ノ綴授ヲ織テ，夫ノ大領ニ着タザケリ. 麻布
主主納長設直タシテ微妙薬弁無シ
23-20 者絵タリケノレ衣ノ綿摩キヲ脱テ，男ニ給テjJil.出シ 式部卿'i?;(数笑殺王) 絡の厚い衣
テケリ の御子である究報僧正
23-21 Jltノ相撲共ノ過ムト為ノレガ，皆水平装束ニテ，純 相撲人 水平の狩衣姿，烏帽
ヲ解テ押入烏帽子共ニテ，打群テ過ノレヲ，此ノ衆 子
共不安恩、テ，此ヲ不過トテ
ノY 袴ノ扶高ヤカニ上テ指進テ歩ミ寄ノレニ 相撲人 袴の裾をくくり上げ
る
23-22 中住吉十ヲ着テ仁科結テ足駄ヲ緩テ，拐杖ト云物ヲ突テ， 丹後国海恒世という 浴衣と緩帯，下駄ば
小章一人許ヲ共ニ具シテ 右近衛府方の相撲人 き
23-25 文ノ時ニ方ノ大将ニテ大納言藤原j督時，階下ヨリ 大納言藤原i常時 下獲を褒美に与える
下主任シテ下襲脱テ被テケリ
24-24 人ニモ不告シテ，繍姿ニテ只一人沓許ヲ履テ 源、博雅，際関源氏，克 E主衣姿
明親王の子




24-56 着ケノレ賊ノ水阜ノ綻ノ絶タザケノレヲ脱テ，切懸、ヨ 高階為家事足陵が播際守 水平
リ投越シテ のころ仕えていた侍
!lI-
(上回，大紋 ， 関 西 ， 伝 谷 )
巻 文ゅの表現 身分，年令，その他 衣服について




25-7 大路ニスズロニ衣ノ数着タリケノレ支ノ，指焚ナメ 摂津多間源氏の燐戚藤 指貫，狩衣めいた衣
リトJ!ユノレ袴ノ喬狭テ，衣ノ狩衣メキテナヨ，カ 原保昌
ナノレヲ者テ
26-4 指貫ノ扶ノ長ヤカデ物ニ懸タノレニ，急ト見エケレ 大学童翼藤厳明衡(敦信 指:段
パ.J!付テ訂様「我ガ委ノ女ノ言午ニ，此様ノ指:貿 の子).文章博士，従
着タノレ人ハ 四位下
26-5 舎人努，維ヲ脱テ水ニテ，息、モ絶々ニ立をワ来ノレ. 会人 維
26-16 舎人努，着タりケノレ水平ヲ脱テ 会人 水平
26-17 務綿ノ衣ニツ許，育鈍ノ指貫ノ裾壊タノレニ，肉色 藤原基緩(時の関白) 薄い綿入 2枚.t旨:皮
/狩衣/清少シ務タノレヲ着テ，下/袴モ着ズ に仕える五伎の侍 狩衣
26-18 被主義ノ:袴着タノレ男打臥タリ 盗人 被i設の袴
λy 年五十許ナノレ男/怖シ気ナノレガ，水平装束シテ 海人 水平
27-2 腕見遊セ絵ケノレユ， 日ノ装束i貰シグシタノレ人ノ大 友大尽源協! 見1千誇
刀帯テ努耳元，畏リテ，二関許去キテ居タリケノレヲ
27-11 家へ出ケノレニ，門ユ赤キ表ノ衣ヲ着，究室シタノレ人 伴大納言幸喜一雄，五位の 砲
ノ，緩ク気高タ怖シ気ナノレ，指合タリ 官人
27-24 物ノ iê ョワ臨パ，~摺ノ水平袴着タノレ男ノ笠頚ニ ままく身分の低い侍 水平袴
懸タノレ，門ノ外ニ立テ臨P
27-30 夜半許ニ塗箆ノ戸ヲ細白ニ関テ禁ヨザ長五寸許ナ ヨ王位の官人 東帯
ノレ五位共ノ， 日ノ装束シタノレガ，馬ニ粂テ
27-31 夜明ノ月ノ穣テ明キニ，不絡キ庭ョヲ浅爽上下着 d耳Z司込 浅黄色の被
タノレ翁ノ，王子ニ口掻タノレ文挟ニ文ヲ指テ
28-2 下簾ヲ王監テ，此/三人ノ兵，賎ノ紺ノ水干袴ナド 然{立の宮人 紺色の水千袴
ヲ着乍ヲ乗ヌ
28-3 此ノ五人ハ兼テ続ヨリ廻シ文ヲ以テ可参キEI被催 歌人 衣冠
タリケレバ，皆衣冠シテ参テノレ也
ノア 此ノ歌読ノ陵ノ未ニ烏綿子キタノレ翁ノ，了染ノ狩 歌人 狩衣袴
衣袴ノ賎気ナノレヲ着タノレ，来テ座ニ着ヌ
28-4 有ト有ノレ殿上人此五節所ヲ恐サムトテ，皆紐ヲ解 殿上人 総(i直衣)
テ欄表衣ヲ税下テ.Ji節所ノ前ニ立主主テ




巻 文中の表現 身分，年令，その他 衣服について
28-15 講師，青色ノ織物ノ痘蚕ヲ着テ，柑子色ナノレ紬ノ~富子ヲシ 80才近い僧官 青色の織物の
テ，口ノ方ニ少居ザリ出 蔵委
28-16 着タノレ装束ヲ皆粘テ，車/，畿ノ下ニ底ク援テ，其ノ上ュ畿 太政官の第四等官 衣冠，襟
ヲ敷テ，史ハ冠ヲシ機ヲ駿テ，裸ニ成テ率ノ内ニ農タリ
28-21 堀川ノ中将，瀦姿ニテ形ノ、光ノレ様ナノレ人ノ愛敬ハ泥ニ泥テ 堀)1の中将 繍(直衣)
…鞠ノナヨ Lカニ微妙キ裾ヨリ驚キ出掛ヲシタリ.指貫モ 青色の指貫
青キ色ノ;指貫ヲ義タリ
1; |随身四人ニ時キ狩衣袴，袷ヲ着セタリ 小随人 青色の狩衣
袴，柏
28-32 実ュ何ニ可咲カリケム，五位許ノ者ノ，昼中ニ大路ヲ歩ニ 五佼の官人 指寅
テ，口ナノレ者ノ，指貫ノ喬取テ税タキテ，七八町走ケムハ
28-35 殿上人ハ微妙キ欄姿ユテ，王手ニ乗リ烈テ，集会ノ所ョリ渡 殿上人 翻(護衣)
ヌ
28… 3~ 紺オ水卒ニ白キ維ヲ者テ，夏毛ノ行騰ノ墨付キ自ク色赤キ 東国の者 紛の水平，白
ヲ綾タり い維
28-40 年極ク老タノレ翁ノ，雌ニにやヲ絡ヒテ平足駄ヲ履テ，杖ヲ突 翁 維
テ出来テ
28-41 前翫共火ヲ打振ツ，見ノレニ，口ニ表ノ衣着タノレミ者ノ髪ヲ放 大学の学生 被
テ暦タレバ
29-1 上ノ判官自ト伝ケノレ人，冠ニテ青色ノ表ノ衣ヲー者テ，調度 六位の蔵人 青色の被
負テ
29-3 暫底タノレ程ニ"'きキ馬ニ尋常ノ i鞍霞テ，水卒装束ナノレ雑色 雑色 水干
三人許，舎人ト具シテ将来タリ
29-4 紅ノ衣ニ蘇芳染ノ水皐ノ震ネタノレ袖口/差出タレパ…髪ヲ 近江の豪族 車工の衣蘇芳
バ後様ニ結テ，烏帽子モセヌ者ノ 染の水子
29…9 此ノ法師ニ向テ見ノレニ，法的ノ着タノレ衣ノ 法的 布衣
29-10 蔵ヲ開サセテ見レパ，年四十許ナノレ男ノ糸織ラカナノレガ， 40才{立の男子 水子装束
水亭装束直クシタノレガ
29-13 暫許=釘テ天井ヨリ侍際ノ表ノ水卒装束ナノレヲ織へテヲII:l:lシ 従者 水平装束
テ将来タリ
29-17 年八十許ナノレ老法師ノ極気ナノレガ、長高キ，賊気ナノレ布衣ヲ 80才{立の老法部 布衣
腰ニ巻テ，差喬りテ死テ臥セザ
λy 而ノレ閤，年三十許ナノレ男二人，権鈍色ノ水竿ニ縫淡ノ袴着 30才位の男 務鼠色の水平
タノレカ、袴ノ喬取テ高ク交ミテ，前ニ大キナノレ刀現ニ差、ンテ 袴
29-19 然テ其ノ水皐袴ヲ曳jjZlJテ打務テ，弓胡録ヲ取テ掻魚テ 武士 水平袴
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(上回，大紋，関西，伝谷)
巻 文中の表現 身分，王手令， その他 衣服について
29…22 僧ノ鈍色/衣ーツヲ借テ，女ノ議ハ僚ノ紬ノ衣ヲ傍若テ {曽
29-36 水銀商ノ、浅黄ノ打衣ニ脊蒸ノ打狩袴ヲ若テ，線色ノ衣ノ綿 水銀簡 打衣，打狩袴
熔ラカナノレ三ツ許ヲ着テ，菅笠ヲ着テ 綿の着物三枚
30-5 土ユ機テタ泉ナノレ袖モ無キ麻布ノ雌ノl総本ナノレヲ着タリ， 下人 麻の~佐
帽子ノ様ナノレ烏綿子ヲ被テ
30-7 垣ノ有傍ニ少将ノ狩衣ノ神ノ限リ懸リタリ 右近少将(右近衛府の 狩衣
次官)
31-2 務僧ハ間色ヲ調テ，百{首ヲ詩ジタリ.大山寺三井寺ノ比奈 {滋侶 間色の法衣
無キ名{診ヲ皆尽シタリ.
31-5 行クl待ニハ垂髪ニテ，栗毛ナノレ禁鳥ヲ乗物ニシテ，表ノ袴， 大践の最下(下級主義記 三菱の袴， 拍，
拍襟ナドニハ布ヲナムシタザケノレ 官)宗凋高助 機
か 我ガ娘ノガニ行ク時ユハ，綾ノ繍ニ総溺染ノ織物ノ指貫ヲ 1 綾の鶴，えび
務テ，車工ノ出シ約ヲシテ，蒸ヲ燦シメテ行ケザ 色の織物の指
焚，狛






Table 2. These clothes are writting in the story 
冠 23巻 21話 26-1327…1 28-6 28-16 28-26 28-35 28-41 29-1 
老懸 28-35 
椴子 28-15 
烏縮予 23-20 23-21 26…8 28-3 28-12 28-43 30-5 31 12 
主 25-5 26-8 26-22 28-37 29-17 29…36 
御衣 23-2024-53 
衣責主 28-3 
装束(男) 27 -2 27 -30 22-7 22-8 25 -12 26-5 26-8 26-17 26-18 26…2227-25 28-3 28-12 
28-1628-21 28-3228-35 29-15 29-25 30-1 31-2 
装束(女) 24-3 24-31 26…8 31-5 
下襲 23-25 
初(男) 27-21 
初(女) 24-627-38 30…1 31-5 
衣(男) 23-15 23-18 23-19 23-20 23-25 25-5 25-7 26-4 26…826-17 26-1827-11 28-12 
28-41 28-4229-1 29-2229-2829-3630-5 
衣(女) 22…7 23-1623-2424-824-4926-527-13 27-2027-31 29-829-1829-2229-23 
29-3630-1 30-631-5 31-7 31-8 
繍(直衣) 24-24 28-21 28-35 31…5 
唐衣，裳 24-31 31-6 
着物(男) 23-1828-529-21 29-23 29-28 29…36 
着物(女) 29-22 29-28 
狩衣 22…7 25-7 26-17 28-12 30-7 
布衣 29-9 29-17 
襖(男) 23-15 24-1 25-5 
襖(女) 25-5 26-17 31-5 
水平 23-21 26-1626-18 28-37 29-1029-13 29-17 
産主義 26-17 28-15 
上下 26-8 27-5 27-31 31-6 
雌 23-2226-5 28-37 28-40 30-5 
単ヨ交 24-727-427-13 30-131-8 
上着 28-1 
納長 24-3 
汗杉 24…3 31-5 
法服 26-22 
怒、衣 26-22 
1守衣袴 22-7 23-25 26-8 28-3 28-21 
打狩袴 26-36 
水平袴 27-2427-25 28-229-1931-12 
袴(努) 23 1423-15 23-1623-21 26-1626-17 26-18 27-2427-2628-5 28-928-35 
29-15 29-17 31-5 
袴(女) 22-7 24-7 24-8 24-31 27-13 29-8 29-22 30-1 31-7 
指貫 22-7 23-15 25-7 26-4 26-17 21-21 28-32 31-5 










布抱は長さ l丈 6尺 (474cm)，綴 2尺4寸 (74cm ) ，袷は単の倍の分震が支給されていた 材質は絡(あしぎ
ぬ)であったであろうが，この説話の登場人物が着用していたものは，苧麻(からむし)のようである.
しかし 28巻の登場人物である親王の子や中将，歌人たちの多くは家居の斑衣姿で登場する.直衣(単)のみ
















村井康彦，年表 院本歴史，筑摩議房， (1980). 
今泉定介，歴除服飾考，古JI弘文館， (1928). 
今泉定介，装束築成，古川弘文鎮， (1930). 
会問範治，註解養老令，有信堂， (1964). 
滝川政治郎，臼本法制史研究，有斐関， (1982). 
京都大学文学部国史研究室，日本史辞典，東京創元社， (1982). 
江馬務，日本服装小史，星野護活， (1967). 
谷田関次，菅原珠子，服装文化史，康徳社， (1978). 
金関文夫，日本民族の起源，法政大学出版局， (1980) 
1可村まち子，栗原弘，時代衣裳の縫い方，源流社， (1984). 
-116 
